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平成２２年度環境技術実証事業 ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術） 

運営全般に関するアンケート調査票 

［対象：H22 年度実証申請者各位］ 

 

第Ⅰ部 ご回答頂く方の情報 

【設問 1】ご回答いただく方について 

この調査票に回答いただく方についてご記入下さい。 

企業名  

部署名  

回答者氏名  

業種* 
1.メーカー（自社開発） 2.メーカー（他社品） 3. 商社・流通 

4.その他（                              ） 

職種* 

1.開発・研究 2.営業・販売 3.事務・経理 

4.企画・マーケティング 5.仕入・購買 6.広報・宣伝 

7.その他（                              ） 

*ご回答いただく方の所属される企業の業種と、ご本人の職種について最も近いものに○をご記入ください。 

 

この調査票に回答いただく方と本事業の関係についてご記入ください。 

事業と企業

（御社）との 

関係 

1.実証申請者である  ➠
企 業 内
に お け
る 事 業
と の 関
係 

1.申請担当者である 

2.実証申請者の関連企業である 

 

2.申請担当部署に所属している 

3.その他（          ） 3.担当部署に所属していない 

  4.その他（          ）

 

参考資料 H22 拡大-D



p2  

【設問 2】申請の目的・理由 

このたび本事業に御社の技術を申請された目的・理由について、以下のそれぞれの項目に対して、

重要視したかどうかをそれぞれご回答ください。 

項目 
強く 

重視した 
重視した 

重視して 
いない 

a. 国（環境省）の定めた手法で技術の実証がされるから 1 2 3 

b. 公的機関における試験が実施できるから 1 2 3 

c. 自社では試験が実施できないから 1 2 3 

d. 標準的な試験・評価方法がないから 1 2 3 

e. 国（環境省）が実施する事業であるから 1 2 3 

f. ETV マークを表示することができるから 1 2 3 

g. 実証事業に参画することが発注の要件となっているから 1 2 3 

i. その他 → 以下の欄に具体的にご記入願います。 

＜回答欄＞ 
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第Ⅱ部 事業に対する理解 

 

【設問 3】「実証」事業に対する理解について 

すでに確認のお願いを送付申し上げておりますが、「実証」の意味合いが一部の事業者において、誤認識さ

れている状態となっています。 

 

（１） 「実証」の意味は、対外的（販売代理店・施工業者・エンドユーザー等）に理解されていると感

じますか（いずれかに○をご記入ください）。 

【社内での理解】 

項目 記入欄  

a. 理解されている。   

b. 理解は進んでいると思うが、完全に把握されていない。   

c. 理解されていない。   → SQ1 へ 

 

【社外での理解】 

項目 記入欄  

a. 理解されている。   

b. 理解は進んでいると思うが、完全に把握されていない。   

c. 理解されていない。   → SQ2 へ 

 

 SQ1 どのようにすれば、理解が進むと思われますか。ご提案があればご記入願います。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

 SQ2 どのようにすれば、理解が進むと思われますか。ご提案があればご記入願います。 

＜回答欄＞ 
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第Ⅲ部 事業における成果について 

 

【設問 4】本事業における成果の活用方法について 

本事業に参画された申請者の方には、「実証事業ロゴマーク（ETV マーク）」を自由に（使用条件を満た

せば、許可を必要とせずに）お使い頂くことが可能となっております。また、実証試験の成果として「実

証試験結果報告書」が公表されます。このような成果物について、どのように活用したいとお考えですか

（以下項目からあてはまるものに○をご記入願います）。 

 

項目 記入欄 

a. 実証試験結果報告書の配布を検討している  

b. 実証試験結果報告書（PDF ファイル）の掲載（WEB）を検討している  

c. 実証試験結果報告書のWEB への引用を検討している  

d. 実証試験結果報告書のカタログ等への引用を検討している  

e. 実証試験結果報告書のカタログ等への添付を検討している  

f. ETV マークのWEB への使用を検討している。  

g. ETV マークのカタログへの使用を検討している。  

h. ETV マークの技術（製品）への貼付を検討している。  

i. 利用は検討していない  

 

 SQ3［前項でi.をご回答の方］実証試験結果報告書を利用なさらない理由をお答えください（ご

自由にご記入ください）。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

 

 

 

→SQ3 へ 
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【設問 5】新ETV マーク（仮称）について 

ETV マークは、本年度より分野別に掲載項目を追加できることとなりました。今後、本アンケート等を

もとに追加する掲載項目を検討いたします。→ 詳細は、実証事業実施要領をご参照下さい。 

 

（１） 新 ETV マークをご使用になるにあたり、記載すべきと考える項目をお答えください（記載す

べきとお考えの項目の記入欄に○をご記入願います）。 

項目 記載すべき どちらでもよい 記載すべきでない

a. 
分野名（ヒートアイランド対策技術分野 

（建築物外皮による空調負荷低減等技術））
1 2 3 

b. 実証番号 1 2 3 

c. 
第三者実証（ex.本技術は第三者による性能

の実証結果を公開しています） 
1 2 3 

d. 実証された年度 1 2 3 

e. 実証機関名 1 2 3 

f. 性能値（ex.遮へい係数、日射反射率） 1 2 3 

g. その他  →以下の欄に具体的にご記入願います。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

SQ4［前項でf.をご回答の方］記載すべきと考える性能値をご回答ください。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

（２） 新ETV マーク（仮称）の利用に関して、当事業に対するご要望があれば、ご自由にご記入くだ

さい。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

 

 

→SQ4 へ 
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第Ⅳ部 その他 

【設問 6】その他 

（１） 今後、本事業が継続するとした場合、実証事業に申請したいと思いますか。これまでに本事業で

取り扱ってきた技術について、未だ取り扱っていない技術についてご回答ください。 

 

項目 記入欄 

a. 今後もこれまでに実証された技術分野で実証に申請したい 

（下欄に想定されている件数をご回答ください。） 

 

 

       件／      件 

*【実証事業に申請を検討する数】／【対象技術のラインナップ数】 

 

 

b. 今後は、まだ実証がされていない技術の種類を提案し、実証したい 

具体的に技術の内容をご記入願います。 

 

 

＜回答欄＞ 

 

 

 

c. 今後の申請は予定していない。  

 

（２） 本事業の実施方法について、それぞれご回答願います。選択肢の右側を選択される場合は、ご意

見（改善案など）をご記入ください。 

 

項目 回答欄 

a.実施行程について 1.満足である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

b.諸手続について 1.満足である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

c.実証費用について 1.満足である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

d.実証要領について 1.わかりやすい 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

e.実証項目について 1.十分である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

f.実証の方法について 1.適切である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

g.公開方法について 1.適切である 2.改善した方がよい（ご意見：           ）

ご意見（その他ご意見が御座いましたら、ご記入願います。） 
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（３） 今後、本事業に期待すること、要望すること、改善すべきことについて、その他ご意見があれば

ご記入ください。 

＜回答欄＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力頂きありがとうございました。 

 


